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属性には差が見られず，身体的成長にも大きな差が見られないという結果が得られた。   
一人っ子の家庭が子どもの養育上直ちに問題であるというわけではないが，一人しかいない子  
どもへの過剰な期待．その結果としての親の過保護な養育態度が子どもの心理的発達にマイナス  
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てられた子どもは，どのようにして他者の心を理解することができるだろうか。もしJiao，Ji＆  
Jing（1986）の研究結果が正しければ，中国の一人っ子の子どもは自己中心で協調性を欠き，他  

















方  法  









年   中  年   長  
人数  平均年齢   人数  平均年齢  
中国（一人っ‾F）  29 5；3（4；10－5；9）  25 6；4（5；9－－6；9）  
日本（一人っ子）  5 4；8（4；6－5；2） 19 6；1（5；7－6；7）  
（二人きょうだい）  10 5；0（4；7－5；4）  28 6；1（5；6－6；7）  
（三人きょうだい以上）  3 5；1（4；6－5；5）   7 6；1（5；86；6）  
日本全体  18 5；0（4；6－5；5）  54 6；1（5；6－6：7）  
??????
手 続 本研究は子どもに対して幼稚園または保育所で個別に実施した実験（誤った信念課題  
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すか。（2）現実質問：今ポッキーはどこにありますか。（3）記憶質問：最初太郎はポッキーをどこに  
置いて出ていったのでしょうかの順に質問する。  






























結  果  
1．「心の理論」発達の実態   
誤った信念課題の2問と自己信念変化課題の1問の正答率の結果をTable2．1に示す（以下，  
表の中で誤った信念課題1は「誤1」，誤った信念課題2は「誤2」，自己信念変化課題は「自己」  
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より成績が良いことが分かった。   
「心の理論」課題の3問について中・目それぞれの正答人数とその比率をTable2．2に示す。  
Table2．2 「心の理論」課題の3間についての正答人数とその比率  
被験児  3問全部正解   2問正解  1問正解   全部不正解  
中国  22人（40．7％）13人（24．1％） 9人（16．7％）10人（1臥5％）  
日本  25人（封．7％）16人（22．2％） 20人（27．8％）11人（15．3％）   
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丁8ble2．3 中国の被験児の「心の理論」課題の3間での正答と誤答のパターン  
被  験  児（別人）  課  題  








Table2．4 日本の被験児の「心の理論」課題の3間での正答と誤答のパターン  
披  験  児（72人）  課  題  
年中    年長  合計  誤1  誤2  日己  








「誤った信念2」，ズ2（3）＝0．95，n．S．，「自己信念変化」，ズ2（3）＝2．30，n．S．〕。   
以下母親の養育態度，そして，母親の養育態度と子どもの「心の理論」の発達の関係を調べる  
場合，すべてこの97人分のデータを分析データとする。  






て，それぞれの元の項目の段階に戻って分析することにした。   
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TabIe3．1年中児群の質問紙項目の評定平均値（標準偏差）と群差の検定  
質l！り項目  中 国  日 本   F値 有意水準  
子ともの発達   
4．軸と【一緒に出かける時，いっも親と手をっないでいる   













2．92（0．80） 2．15（0．55） 8．33 ■■  
3．04（0．96） 2．15（0．69） 8．42 ★＊  
3．35（0．80） 2．62（0．77） 7．02 ＊＊  
3．60（0．58） 3，15（0．80）  3．85 ＊  
3．73（0．60） 2．85（0．55） 18．68 ＊＊＊  
2．88（0．71） 1．92（0，76）  
3，60（0．65） 2．50（0．67）  
1．35（0．69） 1．92（0．28）  
1．72（0．79） 2．23（0．60）  
1．46（0．71） 2．00（0．41）  
3．35（0．69） 2．54（0．52）  
??????? ????? ????????????????????????
1  一一  
注）dr＝1，37 有意水準： ＊＊＊ p＜．001． ＊＊ p＜．01， ■ p＜．05  
年長児群では「子どもの発達」の項目の中に，「家でご飯は自分で食べている」の評定平均値  
は日本の方が有意に高く，ほぼ全員の被験児が「自分で食べている」と評定された。「絵本を読  
んでほしいとせがむ」の評定平均値は中国の方が有意に高かった（Table3．2）。   











Table3．2 年長児群の質問紙項目の評定平均値（標準偏差）と群差の検定  
質問項目  中 国  日 本   F値 有意水準  
子どもの発達   
5．家でご飯は自分で食べている   
8．絵本を読んではしいとせがむ  





1乳 夫は家事に協力的である  
3．24（1．00） 3．81（0．40）  9．05 ■＊  












注）df＝1，56 有意水準：＊＊＊ p＜．001． ＊＊ p＜．01， ＊ p＜．05   
3．子どもの「心の理論」の発達と母親の養育態度の関係   
本研究は「心の理論」課題での成績はきょうだい数との間に関連が薄いことを示した。そこで，  
きょうだい数という要因を考えず，子どもの「心の理論」の発達と親の養育態度との関係，つま  
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が，交互作用は見られなかった。   





てあげる」，「自分の関心 時間を子どもにとられて視野が狭くなる」の2項目において，中・日  
両国とも母親の評定平均値の高い子どもの方が「心の理論」課題での成績が悪く，評定平均値の  
低い子どもの方が「心の理論」課題での成績が良いという傾向が見られた。  
Table4 「心の理論」課題の成績による低群と高群の子どもと  
その母親の質問紙調査の評定平均値との関係  
質問項目  ［P   国  日 本   F値 有意水準  
子どもの発達   
7．紐に少しきつく叱られると．すぐふさぎこむ  低群 3．11（0ぷ） 2．65（0．88） 5．85 ＊  
高群 2．72（0，96） 2．19（0．62）  
母親の養育態度項目   
7．子どもの好きなものなら高くても買ってあげる  低群 2．28（1．07） 2．04（0．71） 2．98 ＋  
高群 2．00（0．78） 1．74（0．66）  
16．自分の関心，時間を子どもにとられて視野が狭くな  低群 1．78（0．81） 2，30（0．63） 3．38 ＋  
る  l）■野郎 1．63（0．93） 1．59（0．50）  
珪）dr＝1，93 有意水牒： ＊ p＜．0説 ＋ pく．10   
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考  察  
















いへの影響なのか， 下にきょうだいがいることによる上のきょうだいの経験や自覚の形成なのか  
というきょうだい間の影響過程の検証にどちらも失敗しており，まだ探索的な段階の仮説である  
ように思われる。   
「心の理論」課題ごとの年齢差について，中国の被験児において，年中児群より年長児群の成  
績が有意に良かった。年齢に伴う課題での成績が良くなっていくという点では先行研究と一致す  
る。   
一方，日本の被験児においてはこういう結果が得られなかった。これは先行研究で言う年齢に  
伴う課題での正答率が漸増することと一致しない。  
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人っ子の子どもに対する期待から，子どもの早期教育に熱意を注いでいることが考えられる。   
日本の父親の家事や子育てへの協力度が低いという調査結果が得られている（許，1995）。本  
研究では父親の協力度をたずねる項目において，中国の評定平均値が日本より有意に高かったが，  






3．親の養育態度と子どもの「心の理論」発達の関係   






もの「心の理論」の発達に悪い影響を与えるように見られる。   
国の主効果 中・日両国の間で「子どもの発達」，そして「母親の養育態度」において，多く  
の項目で有意差が見られた。中国の母親がたった一人しか持たない子どもを大事に育て，必要以  
上に子どもに世話をするため，子どもの自立心の発達が妨げられていることが示唆された。中国  
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4．本研究の問題点と今後の課題   
本研究では，「心の理論」の発達に及ぼすきょうだいの影響と母親の養育態度の影響を中国と  
日本の比較文化的調査を通じて検証する試みを行なった。従来から指摘されているように，この  
種の研究の難しさは少なくとも2点ある。   
第1は，きょうだい研究の場合，きょうだいのパターン（上下関係と性別）を考えると1つの  
条件に含まれる人数にばらつきが生じ 被験児数の少ない条件が生じやすいという問題である。  
本研究でも3人きょうだい及びそれ以上のきょうだい数を持っ被験児が少なかった。きょうだい  
問感染説を検証するためには被験児がきょうだいの何番目かまで考慮する必要が出てくることを  
考えると，ある程度の大量観察が必要となる。   
第2には，比較文化研究につきものの被験者のサンプリングの問題である。本研究では，上海  
市と兵庫県下の都市を選んだ。しかし，質問紙項目の因子構造での中国と日本との大きな差があっ  
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